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今年度も、いよいよ残り一か月となりまし
た。２月末の 27日は、茨城県立高校の入試日
です。県立高校を第一志望に掲げた生徒は、
多分普段よりも朝早く、起きそして家を出て、
それぞれの目的地へと向かったことと思いま
す。すでに進路の決まった生徒も含めて、こ
の日、３年生は一人も登校して来ないので、
朝の始業前の時間は、いつもよりも人が少な
く、いささか寂しいような昇降口界隈でした。 

話を少し変えます。「じゅけん」ということ
について触れます。県立高校の入試は、漢字
で「受検」と書きます。その理由は、「検」定
試験を「受」けるからこの二文字を取っての
「受検」です。言わば、教育界における業界用
語であり、あまり一般的ではありません。し
かしながら「じゅけんひょう」も「受検票」と
書きます。 

一方で私立高校の入試は、「受験」と書きま
す。念のため複数（六つ）の高校の入試要項に
目を通しましたが、すべて「受験」という文言
が使われていました。 

さて、本題です。よく「げんをかつぐ」とい
う言葉を聞きます。これはアスリートなどが
試合でよい結果が出たときに、「次もまたよい
ことがありますように」と祈って、繰り返し
ある同じことを行うことなどです。実はこの
言葉は、漢字では「『験』を担ぐ」と書きます。
『験』には「運」とか「縁」といった意味があ

ります。つまり、入学試験というのは、自分が
志望する学校と「験－縁」があるかどうかを
「試す」機会です。 

果たしてそれぞれの志望校と縁があるのか
どうかが分かる結果発表まではもう少しで

す。自分の夢、目標がはっきりとしていると
きには、その縁を手繰り寄せられるように、
できるだけ早めに計画と準備に取り掛かるよ
うにしましょう。(３年生の今後も、１・２年生も) 
みなさんの合格を祈念します。 

 

 佐野中の写真として使われることのあまりないこの写真、敷地内の西側、テニスコート前の大銀杏

の付近から撮影したものです。 

 本校の校舎は、校内を端から端まで歩くと、とても広いと感じます。校舎の名前は南側から順に、

「本館」・「Ａ棟」・「Ｂ棟」・「Ｃ棟」と、全部で四つの棟があります。ここに掲載した写真は、向かっ

て右側がＡ棟、向かって左側がＢ棟です。このＡ棟が今年の１月末に外壁塗装工事を終えた校舎です。

正面の渡り廊下もきれいに塗装されました。写真ではどちらが塗りたてなのか分かりづらいところも

ありますが、この写真であっても拡大していただくと、塗り終えてからまだ日の浅い校舎の白が、雲

の色と遜色ないほど眩い色に見えます。ちなみに現在の見た目とは違って、建築されてからの年数が

浅いのは、実はＢ棟のようです。 

 先月号では詳しく紹介しきれなかったので、あらためて記事として取り上げた次第です。 

令和７年の２月も今日で終わります。今年

は、久しぶりに気温の低い冬になったと感じま

す。１年前の２月と比べてみると、昨年、最高

気温が 10℃を上回ったのは 20 日間、今年は

８日間でした。最低気温については、氷点下

の日は昨年が 10 日間、今年は 18 日間でし

た。ちなみに昨年は閏年で 29 日までありまし

た。今年のデータは、２月 25 日現在のデータ

です。話を広げれば、昨年２月の最高気温は

20.9℃、今年の最高気温は 16.2℃、昨年２月

の最低気温は－3.9℃、今年の最低気温は 

-6.3℃でした。 

寒い冬は苦手でいやだという人はいます

が、やはり冬は冬らしくあってほしいと思いま

す。今年は冬らしくてよかったと思っています。

しかしながら、吐く息が白く色づくことは、まず

ありませんでした。欲を言えば、雨や雪などの

降る、もっとお湿りのある冬だとよかったなと思

っています…。 

今年は、毎年、桜に先駆けて咲く梅の花も

まだ見かけていませんが、すでに梅が咲いた

ところでは、例年よりも２週間ほど遅れての開

花と伺っています…。 

寒さはまだ去りませんが、春の訪れまではも

う少しいうところまで来ているのではないでしょ

うか。間もなくに迫った卒業式、この日だけは

少しだけでも春らしさの感じられる、麗らかな日

であってほしいと願っています。 

    

Newer Building & Older Building 



 

 

 
今年度も残りわずかとなりましたが、第３回の授業参観が行

われました。 

第１回の授業参観の頃と比べると、１年生にも中学生らしさ

が出てきたように思います。ひと月後には４月を迎え、新しい

学年になります。学級が変わり、後輩が入ってくることによっ

て、環境の変化があると思いますが、また新たな１年に向けて

頑張ってほしいです。 

 

美術の授業から 

 ２年生の美術の時間に、修学旅行の班別活動でより深く仏像

を鑑賞できるように、「仏像の魅力」という授業を行いました。 

学習内容は、飛鳥時代から鎌倉時代にかけての時代による仏

像の変化と、仏の種類である如来、菩薩、明王、天部について

の解説をしました。 

修学旅行でいい仏像が見られる寺として、東大寺、三十三間

堂、東寺、平等院鳳凰堂の説明をしました。その後、各自が興

味をもった寺と見られる仏像についてタブレットを使って調べ

ました。 

 

 

２月２７日（木）、２８日（金）に行われる県立高校学力検査に向け

て学習に励む３年生。どの授業でも、受検対策の学習に取り組み、

ラストスパートをかけているところです。緊張感のある中で、黙々と課

題に取り組む生徒たち。授業の終わりが近づくと、疑問点を質問し、

解決する姿が見られました。 

  

 

また、英語科の学習では Discover Japan の単元で、日本の伝統

や文化などを AET や外国の人たちに紹介する学習を行いました。

寿司、扇子、こたつ、わび・さびなど、生徒たちの視点から新たな発

見があり、発表を聞いている生徒たちも審査員として真剣に評価し

ていました。発表の最後には AET の先生から賞状が贈られ、たくさ

んの笑顔で終わることができました。 

 
 

佐野中から見たある日の風景 

ある日のこと、本校３階から見えた景色

に目を疑いました。よく見れば高圧線の

鉄塔です。しかしながら、まるでウルトラマ

ンに出てくる怪獣のようなものが外に立っ

ているように見えました。これらの鉄塔は

何がしかの修繕が必要で、あるものを身

に纏っています。この機会を逃すと青空

とともに記録に残すことはできないと思

い、撮影しました。ぜひ一度近くから、ま

た、遠くから、できれば高いところから眺

めて、他の鉄塔と見比べてみてください。 


